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６－５．ＲＥＡ－Ｍａｐ　（地図システム）

ステップ　１

［REA-Map］　を選択します。

［セキュリティ警告］　を表示します。

ブラウザ OS

Internet Explorer6.0 Windows XP 「はい」　を選択します。

Internet Explorer7.0 Windows XP、Vista 「はい」　を選択します。

Internet Explorer8.0 Windows XP、Vista、７ 「いいえ」　を選択します。

Internet Explorer　6.0　と　7.0

Internet Explorer　8.0

間違って「はい」を選択すると

Yahoo Mapが表示されません

のでご注意ください
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クリック



REA-NETトップページとは別に、Mapウィンドウを開きます。

Yahoo Mapを背景図として採用しております。

ステップ　２

（1）REA-NETから表示
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住所や公示地番号の指定、

各種検索条件の指定

指定した条件で地図表示

住所も公示地も指定され

ていない場合は、表示中

心位置を中心にして地点

電子国土ポータル用のため、

Yahoo Mapでは動作しません



（２）地点表示

（３）検索指定
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各種地点を表示

上部説明のマークで地点を表

示

条件検索指定の例

地積と駅距離で検索

ご注意：

座標を自動取得し

た場合、１つの町

名に複数の事例

が重複する場合

がございます。

この場合は、アイ

コンは１つしか表

示されませんので、

一覧表示にて事

例をご確認下さい



（４）検索結果

（５）地点属性表示 （７）詳細情報表示

（６）レイヤ切替表示

（８）一覧表示
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検索結果を表示

いろいろ条件を切り替えて検索可能

地点を選択して、「詳細表

示」ボタンをクリックすると

詳細情報を表示します。

（公示地、基準地）

地図に表示されている地点の

一覧表を表示します。

地点をマウスでク

リックすると、右

側に属性を表示し

ご注意：

自動取得した座標の精度を表示します。

町名の場合、地番の場合と事例によって異なります。



（９）REA-NETとの連携

注＞1回のアクセスで2回目からこの画面は省略

必要に応じて印刷します。

画面を閉じるときは、右上［×］をクリックします。
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五次データのリンクから

も事例カードを表示でき

② ［詳細表示］をマウ

スでクリックします。

① 五次事例データをマ

ウスでクリックします。



ステップ　３

システムの終了

システムを終了するときは、右上［×］　をクリックします。

REA-NETメニュー画面に戻ります。

　JAREA

6-5-5


